
 

新築工事 

伯方公民館・伯方木浦体育館 設計・工事時期：令和５年１０月～令和８年３月 

施設概要 

用  途： 

所 在 地： 

延床⾯積： 2298.85 ㎡ 

構造・規模： 

設計・監理・施工 

： 設計 

： 監理 

施工 ： 

コンセプト 

▌概要 

公民館と体育館を一体的に整備し、日常の集まりやスポーツ利用に加え、 

地域行事や災害時の避難所としても活用されます。 

旧伯方支所の跡地を活用するため、行政と民間が連携して今回の事業が 

進められてきました。民間施設と公共施設が隣り合いながら整備され、新たな 

▌3 つの特徴 

1. 地域の新たなシンボルとなる外観デザイン 

にぎわいの場が誕生しました。この一帯は「伯方島テラス」 と名付けられています。 

しまなみをイメージした波型の屋根や、日差しを柔らかく遮る深い庇を取り入れ、 

周辺施設と調和しながらも、地域のランドマークとなる外観としています。 

体育館には中空ポリカーボネ―ト樹脂板を採用し、西日のまぶしさを抑えつつ、 

やわらかな自然光を取り込むことで、明るく快適なアリーナを実現しています。 

飲料貯水給水管を設置し、災害時には飲料水として活用可能とすることで、 

地域の防災拠点としての機能を強化しています。 

公民館・体育館 

今治市伯方町木浦甲 1235-1 

RC 造+SRC 造+S 造 2 階建て 

ＳＨＰデザインスタジオ 

有限会社ケイ構造建築設計 

株式会社タニグチ 

2. 明るく開放的な体育館 

3. 災害時にも機能するインフラ整備 


